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光触媒を用 い た有機物分解と硝化脱窒 の カ ッ プ リン グ

に よる水質浄化 シ ス テ ム の 構築
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1 ．目的

　近年、酸化チ タ ン に 紫外線を照射 し て そ の 表面 に強 い 酸化力 を発生 させ 有機物 を分解する、い わ

ゆる光触媒作用 を応用 した有害有機物 の 分解な どの 開発が進められて い る 。 本研究で は 、 光触媒に

よる有機物分解系に硝化 ・脱窒の微生物過程 をカ ッ プ リン グさせて 、 新たな水質浄化シ ス テ ム を構

築する こ とを 目的 とし、先ず従来の 微生物の有機物分解能を用い る水質浄化 と比較 して 光触媒の 有

機物分解能を把握する こ とを試み 、 次い で 光触媒 の 存在下にお い て も硝化 され るか ど うか検討した 。

2 ．実験装置及び実験方法

図 1（a）1 （b）はそれぞれ実験水槽 No．1、実験水槽 No．2 の 概略図で ある 。 両実験水槽は同
一

の構造を

持 ち、上部の トレ イ（酎 310mmx215mm ）、下部の水槽（酎 470mmx313   x185mm ）、ポ ン

プ（吐出量 ：3．4Ymin ）及び 配管か ら成る。上部 の トレ イ の 内側 には、光触媒 の コ
ー

テ ィ ン グを施 し

た多孔質粒子が約 23mm の 厚 さで敷き詰め られ て い る ． 下部の 水槽 の 水はポ ン プ で 上部の トレ イ に

輸送 され 、光触媒粒子 の 層を通過 し、下部の 水槽 に戻 され る。 トレ イ にお け る水面 は光触媒粒子層

か ら上方に約 4mm の 高さに保たれて い る 。 実験水槽 No．1 の トレイの 上 方には、水面か ら約 30mm

の 位置に 4 本 の 紫外線ラ ン プ （三 共 電気製、20W ）が設置 され、光触媒に約 3．5mW ／cm2 の 強度 の

紫外線があた るように なっ て い る。
一

方、実験永槽 No．2 の トレ イ の 上部に は 、 蓋をし て 光触媒 に

光が 当た らな い よ うに な っ て い る 。 こ の 二 っ の 実験水槽 にバ ク トペ プ トン 2．5g を溶解 させ た水道水

20L を入れて 、　 p　H 、　 NH4 ＋ 、　 NO3
−
、　 DOC 、　 POC の経時変化を調 べ た 。

3 ．結果

紫外線の 照射有無にか かわ らず、バ ク トペ プ トン はバ クテ リア に よ り速やかに分解 され て NH4 ＋ が

蓄積 した 。 基質濃度が低 く（く 10ppm ）な っ た段 階で光触媒に よる有機物分解活性が顕著に見られ た 。

NH4 ＋

は硝化細菌に よ り硝酸に酸化 され るが、硝化活性 は光触媒の 存在下の 方が高 い 傾向で あっ た。

4 ．考察

光触媒 の 効率 を高め るため に紫外線強度や触媒粒子 面積な ど最適条件を設定した が、バ ク トペ プ ト

ン の ようなバ クテ リア に利用 されやすい 有機物の 光触媒に よる分解効率は必 ず しも高 くない 。活性

汚泥処理水な どバ クテ リア に利用 され に くい 有機物が光触媒 による分解に適 して い る と考えられ る 。

図 1（a ） 図 1（b）
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